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第１部 身体および生活習慣病の状況 

１ 肥満およびやせ等の状況 
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BMI（Body Mass Index）[kg/m2] =体重[kg]／（身長[m]）2 

「やせ」は BMI18.5kg/m2未満、「ふつう」は 18.5kg/m2以上 25kg/m2未満、「肥満」は BMI25kg/m2以上 

・20 歳以上で適正体重を維持している人（BMI18.5 以上 25 未満）の割合は、男性は約 6 割、

女性は約 7 割。 

・20 歳以上の肥満者の割合は、男性は約 4 割、女性は約 3 割で、特に 40～50 歳代の男性で

は、約 5 割と高くなっている。 

・20 歳代女性の 2 割近くがやせとなっている。 

・20 歳以上の肥満者の割合は、男女ともに全国より有意に高い。平成 18 年からの推移をみ

ると減少傾向にあり、平成 28 年と平成 23 年とを比較すると、男女ともに有意に減少してい

る。 
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40～69 歳女性の肥満者の割合 
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・20～69 歳男性の肥満の割合は、約 4 割で、全国より有意に高い。平成 23 年と比較すると、

有意な差はみられない。 

・40～69 歳女性の肥満の割合は、約 3 割で、全国より有意に高い。平成 23 年と比較すると、

有意に減少した。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、調査人数から算出した。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（男性 20～69 歳、女性 40～69 歳）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男

女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、調査人数から算出した。 
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やせの状況 
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低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者（65歳以上）の割合 
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参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

適正体重を維持している者の増加（肥満、やせの減少） 

目標値：20～69 歳男性の肥満者の割合 25.0% 

      40～69 歳女性の肥満者の割合 25.0% 

      20 歳代女性のやせの割合   減少 

・20 歳代の女性の約２割が「やせ」である。 

・20 歳以上のやせの割合は、全国と比較すると女性で有意に低いが、男性では差はみられな

い。 

・低栄養傾向の高齢者の割合は、男女ともに約１割で、全国と比較すると、女性で有意に低

い。平成 23 年との比較では、男女ともに有意な差はみられない。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、調査人数から算出した。 
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２ 生活習慣病の状況 
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・成人の生活習慣病の状況をみると、高血圧症有病者は、男性の約 5 割、女性の約 4 割であ

り、糖尿病が強く疑われる者は男女ともに約１割、脂質異常症が疑われる者は男女ともに約

2 割となっている。 

・高血圧症有病者：収縮期血圧 140mmHg以上、または拡張期血圧 90mmHg以上、もしくは血圧を下げる薬を服用している者。 

・正常高値血圧者：収縮期血圧 130～139mmHg、または拡張期血圧 85～89mmHg で、「高血圧症有病者」以外の者 

・糖尿病が強く疑われる人：ヘモグロビン A1c（NGSP）6.5%以上、または糖尿病治療中の者 

・糖尿病の可能性を否定できない人：ヘモグロビン A1c（NGSP）6.0%以上、6.5%未満で、「糖尿病が強く疑われる人」以外の者 

・脂質異常症が疑われる人：HDL コレステロール 40mg/dl 未満、もしくはコレステロールを下げる薬または中性脂肪を下げる薬を

服用している者 
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高血圧 糖尿病 脂質異常症 メタボリックシンドローム

(%) 生活習慣病の全国との比較（年齢調整値 20歳以上） 予備群*

該当者*

・成人のメタボリックシンドロームが強く疑われる者は男性の約 2 割、女性の約 1 割である。 

・メタボリックシンドロームが強く疑われる者：腹囲が男性 85cm、女性 90cn 以上で、下記の①～③のうち 2項目該当する者 

・メタボリックシンドローム予備群と考えられる者：腹囲が男性 85cm、女性 90cm で、下記の①～③のうち 1項目該当する者 

  ①血中脂質：HDL コレステロール 40mg/dl 未満かつ/またはコレステロールまたは中性脂肪を下げる薬を服用 

  ②血圧：収縮期血圧値 130mmHg 以上、かつ/または拡張期血圧 85mmHg 以上、もしくは血圧を下げる薬を服用 

  ③血糖：ヘモグロビン A1c（NGSP）6.0%かつ/または血糖を下げる薬を服用またはインスリン注射使用 

 

・成人の高血圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドロームの状況について全国と比

較すると、高血圧について、「高血圧有病者」「正常高値血圧者」の割合は、男女ともに全国と

有意な差はみられない。 

・糖尿病が「強く疑われる者」の割合は男性で有意に低く、「可能性が否定できない者」の割

合は、女性で有意に低くなっている。 

・脂質異常症の割合は、男女ともに全国との有意な差はみられない。 

・メタボリックシンドロームが「強く疑われる者」の割合は男女ともに差はみられないが、

「予備群と考えられる者」の割合は女性で全国より有意に高い。 

  

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年

齢調整した値。 

*「該当者」および「予備群」とは下記のとおりとした。 

・高血圧→「該当者」：高血圧有病者、「予備群」：正常高値血圧者 

・糖尿病→「該当者」：糖尿病が強く疑われる者、「予備群」：糖尿病の可能性が否定できない者 

・脂質異常症→「該当者」：脂質異常症が疑われる者 

・メタボリックシンドローム→「該当者」：メタボリックシンドロームが強く疑われる者、「予備群」：メタボリックシンドロームの予備群と考

えられる者 
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男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

高血圧 糖尿病 脂質異常症 メタボリックシンドローム

(%)
生活習慣病の状況の推移（年齢調整値 20歳以上） 予備群*

該当者*

・高血圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドロームの状況について、平成 18 年から

の推移をみると、女性の糖尿病とメタボリックシンドロームで減少傾向がみられる。 

平成 23 年と比較すると、女性の糖尿病の「可能性が否定できない者」とメタボリックシンド

ロームが「強く疑われる者」の割合は有意に減少した。 

年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。 

平成 18 年と平成 23 年の生活習慣病の判定方法 

〇高血圧 

・高血圧症有病者：収縮期血圧140mmHg以上、または拡張期血圧90mmHg以上、もしくは血圧を下げる薬を服用している者。 

・正常高値血圧者：収縮期血圧 130～139mmHg、または拡張期血圧 85～89mmHg で、「高血圧症有病者」以外の者 

〇糖尿病 

   ・糖尿病が強く疑われる者：ヘモグロビン A1c（JDS 値）6.1%以上、または血糖を下げる薬を服用もしくはインスリン注射使用。 

   ・糖尿病の可能性が否定できない者：ヘモグロビン A1c（JDS 値）5.5%以上、6.1%未満で「糖尿病が強く疑われる者」以外の者 

〇脂質異常症 

・脂質異常症が疑われる人：HDL コレステロール 40mg/dl 未満、もしくはコレステロールを下げる薬または中性脂肪を下げる薬を 

服用している者 

〇メタボリックシンドローム 

・メタボリックシンドロームが強く疑われる者：腹囲が男性 85cm、女性 90cn 以上で、下記の①～③のうち 2項目該当する者 

・メタボリックシンドローム予備群と考えられる者：腹囲が男性 85cm、女性 90cm で、下記の①～③のうち 1項目該当する者 

①血中脂質：HDL コレステロール 40mg/dl 未満かつ/またはコレステロールまたは中性脂肪を下げる薬を服用 

②血圧：収縮期血圧値 130mmHg 以上、かつ/または拡張期血圧 85mmHg 以上、もしくは血圧を下げる薬を服用 

③血糖：ヘモグロビン A1c（JDS 値）5.5%以上かつ/または血糖を下げる薬を服用またはインスリン注射使用 

 

 

※メタボリックシンドローム判定も JDS値を使用！！ 

*「該当者」および「予備群」とは下記のとおりとした。 

・高血圧→「該当者」：高血圧有病者、「予備群」：正常高値血圧者 

・糖尿病→「該当者」：糖尿病が強く疑われる者、「予備群」：糖尿病の可能性が否定できない者 

・脂質異常症→「該当者」：脂質異常症が疑われる者 

・メタボリックシンドローム→「該当者」：メタボリックシンドロームが強く疑われる者、「予備群」：メタボリックシンドロームの予備群と

考えられる者 
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第２部 主な栄養素の摂取状況および朝食欠食の状況 

１ 食塩摂取の状況 
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(%)
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男性 8g以上 女性 7g以上

・1 日あたりの食塩摂取量が目標量（男性 8g、女性 7g）※を超えている者の割合は、成人男

女ともに約５割。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

食塩摂取量の減少 

目標値※：１日あたりの食塩摂取量の平均値 成人男性 9g 未満、 成人女性 7.5g 未満 
※「健康おきなわ 21（第 2 次）の目標値は「日本人の食事摂取基準 2010 年版」の目標量。「日本人の食事摂取基準 2015 年版」 

の目標量は成人男性 8g 未満、成人女性 7g 未満。 

 

・1 人 1 日あたりの食塩摂取量の平均値は、成人男性は 8.8g、女性は 7.5g である。全国と比

較すると、男女とも有意に少ない。 

・平成 18 年から推移を見ると、男女ともに減少傾向にある。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 
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(g)

・食塩の食品群別摂取量を年齢階級別にみると、男女ともに 60～69 歳が多く、しょうゆか

らの摂取が多くなっている。 

・食塩は、しょうゆ、塩、味噌などの調味料からの摂取が多い。 

調味料からの摂取量は、男性の多い群は 7.6g、少ない群は 4.2g。女性の多い群は 6.6g、少

ない群は 3.5g である。多い群と少ない群では、調味料からの摂取の差が大きい。 

多い群と少ない群は、食塩摂取量の中央値（男性は 8.2g、女性 7.4g）で 2群に分けた。 

多い群：摂取量が中央値以上の者。少ない群：摂取量が中央値未満の者 
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２ カリウム摂取の状況 
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*高血圧予防のために望ましいカリウムの摂取量（日本人の食事摂取基準 2015 年版） 

 18 歳以上男性 3,000mg ， 18 歳以上女性 2,600mg 

・成人のカリウム摂取量の平均値は、男性は 2,020mg、女性は 1,988mg で、全国の平均値と

比較すると、男女とも有意に少なくなっている。 

多い群と少ない群は、カリウム摂取量の中央値（男性 1,919mg、女性 1,878mg）で 2群に分けた。 

多い群は摂取量が中央値以上の者。少ない群は摂取量が中央値未満の者 

 

・カリウムの摂取量が少ない群は、特に野菜類、果実類、豆類、いも類からの摂取が少ない。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

- 28 -



 

 

 

 

 

３ 食物繊維摂取の状況 
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全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

・カリウムの食品群別摂取量を年齢階級別にみると、男女とも 60～69 歳が多く、野菜類、果

実類からの摂取が多い。摂取量が少ない 20～49 歳では、特に野菜類、果実類、豆類からの摂

取が少ない。 

 

・成人の食物繊維摂取量の平均値は、男性は 13.0g、女性は 13.2g で、全国の平均値と比較

すると、男女とも有意に少なくなっている。 

 

 

 

*心筋梗塞や脳卒中などの生活習慣病予防のために望ましい食物繊維の摂取量（日本人の食事摂取基準 2015 年版） 

 18～69 歳男性 20g ， 18～69 歳女性 18g 
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食物繊維摂取量の食品群別内訳（性別 年齢階級別）

穀類 いも類 豆類 野菜類 果実類 きのこ類 藻類 その他の食品
(g)

・食物繊維の食品群別摂取量を年齢階級別にみると、男女ともに 60～69 歳、70 歳以上の摂

取が多い。摂取量の少ない 20 代、30 代は、野菜類、果実類、豆類からの摂取量が少ない。 

・食物繊維は、野菜類から最も多く摂取している。摂取量が多い群に比べて少ない群は、特

に野菜類、果実類、穀類から摂取する量が少ない。 

多い群と少ない群は、食物繊維摂取量の中央値（男性 11.2g、女性 11.9g）で 2群に分けた。 

多い群は摂取量が中央値以上の者。少ない群は摂取量が中央値未満の者 
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４ 野菜類摂取の状況 
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(g) 野菜類摂取量の平均値の推移 H18 H23 H28
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参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

野菜摂取量の増加 

目標値：成人の野菜摂取量の平均値 350g※以上 
※がんや循環器疾患など生活習慣病の予防の観点から、カリウム、ビタミン C、食物繊維等の適量摂取が 

期待される量 

・成人の 1 日あたりの野菜類摂取量の平均値は、男性 276g、女性 269g で、全国の平均値と

比較すると、沖縄県の平均値は男女とも有意に少ない。 

・年齢階級別でみると、20～40 歳代の摂取量が少なくなっている。 

年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・

全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

・平成 18 年からの推移を見ると、1 日あたりの野菜摂取量は減少傾向にある。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

目標量 350g 
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  野菜摂取量とカリウム摂取量（20 歳以上）    野菜摂取量と食物繊維摂取量（20 歳以上） 
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・男女ともに野菜類を 1 日に 350g 以上を摂取している人は、カリウム、食物繊維ともに目標

量程度摂取している。 

・成人の 1 日の野菜摂取が目標量 350g に満たない者の割合は、男女とも約 7 割で、全国と

比較すると有意に高い。20～40 歳代の約８割が目標量に達していない。 

18-69 歳女性の目標量 18g 以上 

18-69 歳男性の目標量 20g 以上 
18 歳以上女性の目標量 2600mg 以上 

18 歳以上男性の目標量 3000mg 以上 

食物繊維の 1 日あたりの目標量 

男性：18～69 歳 20g 以上、 70 歳以上 19g 以上 

女性：18～69 歳 18g 以上、 70 歳以上 17g 以上 

「日本人の食事摂取基準（2015 年版）」 

 

カリウムの 1 日あたりの目標量 

男性：18 歳以上 3000mg 以上 

女性：18 歳以上 2600mg 以上 

「日本人の食事摂取基準（2015 年版）」 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、調査人数から算出した。 
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５ 果実類（ジャムを除く）摂取の状況 
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参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

果物摂取量の増加 

目標値：成人の果物摂取量の平均値 130g 

果物摂取量 100g 未満の者の割合 減少 

・成人の 1 日の果物摂取量が 100g に満たない者の割合は、男性は約 8 割、女性は約 6 割で、

全国と比較すると有意に高い。 

・成人の 1 日あたりの果実類摂取量の平均値は、男性 59.5g、女性 89.7g で、男性よりも女性

で摂取量が多い。全国と比較すると、男女とも有意に少ない。 

・年齢階級別にみると、20～50 歳代の摂取量が少なくなっている。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

果物摂取量（ジャムを除く）100g 未満の割合の推移 

・平成 23 年と比較して、成人の果実類摂取量の平均値は男性で差は見られないが、女性で有

意に増加した。果実類摂取量 100g 未満の者の割合については男女とも差はみられなかった。 
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６ 脂質摂取の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20～49 歳の脂肪エネルギー比率の平均値 
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・成人の脂肪エネルギー比率の平均値は、男性は 29.1%、女性は 30.2％で、全国と比較する

と、沖縄県の平均値は、男女とも有意に高い。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

脂肪エネルギー比率（平均値）の減少 

目標値：20～40 歳代の男女 20～25% 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20～49 歳）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

・20～49 歳の脂肪エネルギー比率の平均値は、男性は 28.6％、女性は 30.4％で、全国と比較し

て有意に高い。平成 23 年と比較すると、男女ともに有意に増加した。 

*脂肪エネルギー比率とは、総脂質から摂取するエネルギーの総エネルギーに占める割合。「日本人の食事摂取基

準（2015 年版）」による目標量は、18 歳以上で 20～30%。 
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肉類 油脂類 魚介類 豆類 穀類 卵類 乳類 調味料・香辛料類 その他の食品

(g)

・成人の脂肪エネルギー比率が目標量の範囲内の人は男性約 5 割、女性約 4 割。 

男性の約４割、女性の約 5 割は、目標量以上（脂肪の取り過ぎ）になっている。 

・脂肪の食品群別摂取量を年齢階級別にみると、男女ともに全年齢階級において肉類からの摂取

が多い。 
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*飽和脂肪酸脂肪エネルギー比率とは、飽和脂肪酸から摂取するエネルギーの総エネルギーに占める割合。「日本人

の食事摂取基準（2015 年版）」による目標量は、18 歳以上で 7%以下。 

・成人の飽和脂肪酸摂取量の平均値は、男性は 16.0g、女性は 14.1g で、沖縄県と全国の平均値

に差は見られない。 

・成人の飽和脂肪酸エネルギー比率の平均値は、男性は 7.5%、女性は 7.9％であり、男女と

もに 1 日あたりの目標量の 7%を超えている。 

飽和脂肪酸の摂取状況 
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全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査人数から算出した。 

・成人の飽和脂肪酸エネルギー比率が目標量より多い者（取り過ぎ）の割合は、男性で約５

割、女性で約 6 割。 
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多い群と少ない群は摂取量の中央値（男性 14.5g、女性 13.0g）で 2群に分けた。  

多い群は中央値以上。少ない群は中央値未満。 

・飽和脂肪酸の食品群別摂取量を年齢階級別にみると、男性で 20～39 歳、50～69 歳、女性では

20～29 歳で摂取量が多く、肉類、乳類からの摂取が多い。 
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・飽和脂肪酸の摂取量は、少ない群に比べて多い群の方が、男女ともに肉類、乳類、油脂類

からの摂取が多くなっている。肉類の内訳をみると、豚肉、ハム・ソーセージ類の加工肉か

らの摂取が多い。 
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７ 朝食欠食の状況   
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・成人の朝食の欠食率は男女ともに約 2 割となっており、欠食率を年齢階級別にみると、最

も高いのは男性では 20 歳～30 歳代の約 3 割、女性は 20 歳代の約 4 割となっている。 

※朝食欠食率 

調査を実施した日（任意の 1 日）において朝食を欠食*した者の割合 

*「欠食」とは、下記の３つのいずれかが当てはまる場合 

・菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみ食べた場合 

・錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンクのみの場合 

・食事をしなかった場合 

 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

朝食を欠食する人の減少 

目標値：20 歳代男性 20.0% 

    30 歳代男性 20.0% 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口（全国）を基準に年齢調整した値。

誤差線は標準誤差で調査人数から算出した。 

・成人の朝食の欠食率を全国と比較すると、男女ともに有意に高い。推移をみると、平成 23

年と比較して、男女ともに有意な差はみられない。  

19.1 17.6 

21.9 21.2 
19.9 

21.2 

19.2 19.7 19.6 20.4 19.6 
21.2 

0

10

20

30

20歳以上 年齢調整値 20歳以上 年齢調整値

男性 女性

(%)
H18 H23 H28

朝食欠食率の推移（20 歳以上 年齢調整値） 

- 38 -



第３部 生活習慣等の状況 

１ 食生活の状況 

(1) 栄養バランスのとれた食事を食べている状況 
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・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日 2 回以上食べることが「ほとんど毎日」の割

合は、男女ともに約 4 割。年齢別では、男女ともに 15～19 歳と 70 歳以上でその割合は高く、

20 歳代で最も低くなっている。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日 2 回以上食べることが「ほとんど毎日」の割

合を全国と比較すると、成人男女ともに全国より有意に低くなっている。 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が 1 日 2 回以上の日がほぼ毎日の者の割合 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほとんど毎日の者の割合 

目標値：増加 
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主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度別、炭水化物、たんぱく質及び野菜の摂取状況が目標と

される量に合致していると評価される者の割合（20 歳以上） 
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*「健康日本 21（第 2 次）」の野菜摂取量の目標値以上（350g/日）の者 

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度が高い者ほど、たんぱく質摂取量の推奨量お

よび野菜摂取量の目標量をとっている者の割合が高い傾向にある。 

*炭水化物エネルギー比率が「日本人の食事摂取基準（2015 年版）」における目標量の範囲内（50～60%エネルギー/日）

にある者 

*たんぱく質摂取量が「日本人の食事摂取基準（2015 年版）」における推奨量以上（男性 60g/日、女性 50g/日）の者 
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(2)  外食、持ち帰りの弁当・総菜の利用状況と栄養素・食品摂取等の状況 
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・20 歳以上の持ち帰りの弁当・惣菜を週 1 回以上利用している者の割合は、男性で約 5 割、女性で

約 4割。男女ともに 20～50 歳代でその割合が高い。 

・20 歳以上の外食を週 1 回以上利用している者の割合は、男性で約 4 割、女性で約 3 割であ

り、年齢階級別では、男女ともに若い世代で高くなっている。 
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〈男性〉 〈女性〉

週2～3回以上 週1回以上 週2～3回以上 週1回以上

週2～3回以上 15.3 10.0 週2～3回以上 6.2 6.7

週1回以下 21.1 53.6 週1回以下 19.0 68.1

外食の利用
頻度
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53.6％

定期的に利用
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31.9％
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68.1％

 

 

外食及び持ち帰りの弁当・惣菜の利用状況（20歳以上） 

 

 

 

 

  

外食及び持ち帰りの弁当や惣菜を定期的に利用している者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

外食及び持ち帰りの弁当・惣菜の利用頻度別、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度（15 歳以上） 
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男性

・成人の外食及び持ち帰りの弁当・惣菜を定期的に利用している者の割合は、男性で約 5 割、

女性で約 3 割であり、全国と比較すると、女性では差はみられないが、男性では有意に高い。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査対象人数から算出した。 

・外食及び持ち帰りの弁当・惣菜の利用頻度別に、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻

度をみると、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が「ほとんど毎日」の割合は、定期的に利

用している者で男女ともに約３割、ほとんど利用していない者で男女ともに約５割である。定

期的に利用している者は、ほとんど利用していない者より「ほとんど毎日」の割合が男女とも

に低い。 

女性 
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外食及び持ち帰りの弁当・惣菜の利用頻度と肥満、栄養素・食品摂取量の状況（20 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

総数（人） 総数（人）

肥満者(BMI25以上）の割合 男性 274 41.6 % 320 33.7 % ★

女性 217 24.1 % 479 24.4 %

食塩摂取量 男性 135 8.9 g 183 8.7 g

女性 116 8.0 g 251 7.3 g

脂肪エネルギー比率 男性 135 29.1 % 183 29.3 %

女性 116 30.7 % 251 30.1 %

野菜摂取量 男性 135 251.5 g 183 298.7 g ★

女性 116 273.3 g 251 262.7 g

食生活

体型

割合または

平均値*
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割合または
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(%)
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*割合または平均値は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。年齢調整割合または年齢調整平均値につい

て Z検定により外食及び持ち帰りの弁当・惣菜を「定期的に利用している」群と「ほとんど利用していない」群の比較を行

った。★は有意差があった項目。 

・外食及び持ち帰りの弁当・惣菜の利用頻度別に肥満の割合や食品摂取量等を比較すると、成

人男性の肥満の割合は、外食及び持ち帰りの弁当を定期的に利用している者で有意に高い。ま

た、食塩摂取量と脂肪エネルギー比率については、男女ともに利用頻度別での差はみられない

が、野菜摂取量は、成人男性の外食及び持ち帰りの弁当を定期的に利用している者で有意に低

い。 

年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数

から算出した。 
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外食及び持ち帰りの弁当や惣菜の利用頻度別 野菜類摂取量の平均値

定期的に利用している ほとんど利用しない

年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、標準偏差と調査人数から算出

した。 
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２ 身体活動（歩数および運動習慣）の状況 

(1) 歩数の状況 
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・成人の 1 日の歩数の平均値は、男性で 6,261 歩、女性で 5,901 歩であり、全国と比較すると、

女性では差は見られないが、男性は有意に少ない。 

・平成 18 年からの成人の歩数の平均値の推移をみると、男性で減少傾向にある。平成 23 年と

比較すると、男性で有意に減少したが、女性では差はみられない。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計

人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、標準偏差と調査対象人数から算出した。 
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歩数の平均値（20～64 歳、65 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

(2) 運動習慣の状況 
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・成人の運動習慣のある者の割合は、男性で約 5 割、女性で約 3 割であり、全国と比較すると、

男女ともに有意に高い。平成 23 年との比較では、男女ともに差はみられない。 

・20～64 歳の歩数は、男性は 6,640 歩、女性は 6,366 歩であり、男女ともに全国と比較して

有意に少ない。平成 18 年からの推移をみると減少傾向にある。平成 23 年と比較すると、女

性では有意な差は見られないが、男性で有意に減少した。 

・65 歳以上の歩数は、男性は 5,430 歩、女性は 4,905 歩であり、男女ともに全国と比較して

有意な差は見られない。平成 23 年と比較すると、男性では有意な差は見られないが、女性で

有意に増加している。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

日常生活における歩数の増加  

目標値：成人（20 歳以上） 男性 9,000 歩 女性 8,500 歩 

      20～64 歳  男性 9,000 歩 女性 8,500 歩 

65 歳以上  男性 7,000 歩 女性 6,000 歩 

- 46 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動習慣がある者の割合（20 歳～64 歳、65 歳以上） 
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全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計

人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに、調査人数から算出した。 

・20～64 歳の運動習慣のある者の割合は、男性は約 4 割、女性は約 2 割であり、全国と比べ

て男性は有意に高いが、女性では差は見られない。平成 23 年との比較では、男女ともに差は

みられない。 

・65 歳以上では、男性は約 6 割、女性では約 5 割であり、男女ともに全国との差はみられな

い。平成 23 年との比較でも、男女とも有意な差はみられない。 

※「運動習慣のある者」とは、1 回 30 分以上の運動を週２回以上実施し、1 年以上継続している者 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

運動習慣がある者の割合の増加 

目標値：成人（20 歳以上） 男性 54% 女性 44% 

      20～64 歳  男性 47% 女性 37% 

      65 歳以上  男性 66% 女性 57% 
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３ 休養および睡眠の状況 
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・15 歳以上の休養が不足している者*の割合は、男女ともに約 2 割である。平成 23 年と平成

28 年を比較すると、男女ともに差はみられない。 

年齢調整値（15 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から算出した参考値。 

*「休養が不足している者」とは、休養について「不足がち」または「不足」と回答した者 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

休養が「不足」「不足がち」の人の割合の減少 

目標値： 12.0% 

・15 歳以上の 1 日の平均睡眠時間は、男女ともに「6 時間以上 7 時間未満」が約４割で最も多

い。 
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・成人の 1 日の平均睡眠時間が 6 時間未満の者*の割合は、男女ともに約 4 割。年齢階級別に

みると 50 歳代の女性が約 6 割と最も高い。 

・成人の平均睡眠時間が 6 時間未満の者の割合を全国と比較すると、男女ともに差はみられな

い。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

年齢調整値（15 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から算出した。 

・平成 18 年以降の推移をみると、15 歳以上の 1 日の平均睡眠時間が 6 時間未満の者の割合は

男女ともに増加傾向にある。平成 23 年と平成 28 年を比較すると、男性と男女の合計で有意に

増加したが、女性では有意な差はみられなかった。 

*「1 日平均睡眠時間が 6 時間未満の者」とは、ここ 1 ヶ月間、1 日の平均睡眠時間が「5 時間未満」または「5 時間以上

6 時間未満」と回答した者 

 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

平均睡眠時間が 6 時間未満の者の割合の減少（15 歳以上） 

目標値： 18.0% 
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全国の値は、平成 26 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

睡眠による休養が不足している人の割合の減少（15 歳以上） 

目標値： 11.5% 

・成人の睡眠で休養が充分にとれていない者*の割合は、男女ともに約 2 割であり、年齢階級別にみ

ると 40 歳代の女性が最も高い。 

・成人の睡眠で休養が充分にとれていない者の割合を全国と比較すると、男女ともに差はみられな

い。 

*「睡眠による休息が充分にとれていない者」とは、ここ 1 ヶ月間、睡眠で休息が「あまりとれていない」または「まっ

たくとれていない」と回答した者 

年齢調整値（15 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から

算出した。 

・15 歳以上の睡眠による休息が充分にとれていない者の割合は、男女ともに約２割である。 

・平成 23 年と平成 28 年の割合を比較すると、男性は有意な差はみられないが、女性は有意に増加

した。 
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４ 飲酒に関する状況 
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・成人のお酒を飲む頻度は、「ほとんど飲まない（飲めない）」を除くと、男性は「毎日飲む」

が約２割で最も多く、女性は「月に１～３日」が約１割で最も多い。 

・成人のお酒を飲む日の１日あたりの飲酒量は、男性は「１合以上２合未満」が約３割で最も

多く、女性は「１合未満」が約４割で最も多い。 
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全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

*「飲酒習慣のある者」とは、週に３日以上飲酒し、飲酒日 1 日あたり 1 合以上を飲酒すると回答した者 

・生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者*の割合は、男性は約 2 割、女性は約 1 割

であり、全国の割合と比較すると、男女ともに有意に高い。 

・飲酒習慣のある者*の割合は、男性は約 3 割、女性は約 1 割であり、男女ともに全国の割合との

有意な差は見られない。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 
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*「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」とは、1 日あたりの純アルコール摂取量が男性で 40g 以上、女性 20g 以上の者とし、

以下の方法で算出。 

①男性：「毎日×2 合以上」+「週 5～6 日×2 合以上」+「週 3～4 日×3 合以上」+「週 1～2 日×5 合以上」+「月 1～3 日×5 合以上」 

②女性：「毎日×1 合以上」+「週 5～6 日×1 合以上」+「週 3～4 日×1 合以上」+「週 1～2 日×3 合以上」+「月 1～3 日×5 合以上」 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

・成人の生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者*の割合を、平成 23 年と比較する

と、男性では差はみられないが、女性で有意に増加した。 

※健康おきなわ 21（第 2 次）目標値は、お酒を「やめた」「ほとんど飲まない」と回答した者を除いた『飲酒する人のうちの生活習慣病

のリスクを高める量を飲酒している者の割合』 

年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から算出した。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合の減少 

目標値： 男性（40g 以上） 13.3%、 女性（20g 以上） 15.2% 
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節度ある適度な飲酒量に関する認識 
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参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

正しい知識の普及 

節度ある適度な飲酒量（1 日平均純アルコールで約 20g 程度）を知っている者の割合を増やす 

目標値： 男性 増加、 女性 増加 

年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から算出した。 

*「節度ある適度な飲酒量を知っている者」とは、節度ある適度な飲酒量が 1 日平均純アルコールで約 20g（ビールロ

ング缶 500ml、泡盛 30 度で 0.5 合、ワイン 2 杯 240ml）であることを知っていると答えた者。 

・成人の節度ある飲酒量を知っている者*の割合は、男性は約 4 割、女性は約 3 割。平成 23

年の割合と比較すると、男女ともに有意に増加した。 
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５ 喫煙に関する状況 
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・成人の現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性は約 3 割、女性は約 1 割であり、男女

ともに全国との有意な差は見られない。 

・平成 18 年からの推移をみると、成人男性の喫煙者の割合は減少傾向にある。平成 23 年と

平成 28 年を比較すると成人男女ともに有意な差はみられない。 

*「現在習慣的に喫煙している者」とは、現在（この１ヶ月間）にたばこを「毎日吸う」または「時々吸っている」と回

答した者 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

喫煙率の減少 

目標値：成人の喫煙率の減少 男性 減少、 女性 減少 

    未成年者の喫煙をなくす 0% 
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喫煙本数の状況 
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参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

喫煙者のうち禁煙しようと思う人の割合 

目標値：男性 増加、 女性 増加 

*「喫煙している者のうちたばこをやめたいと思う者」とは、現在（この１ヶ月間）にたばこを「毎日吸う」または「時々

吸っている」と回答した者のうち、たばこをやめたいと「強く思う」または「思う」と回答した者 

・成人の現在喫煙している者のうち、たばこをやめたいと思う人の割合は、男性は約 6 割、

女性は約 8 割であり、平成 23 年と平成 28 年を比較すると、男性で有意に減少しているが、

女性では差はみられない。 

年齢調整値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口（全国人口）を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、調査人数から算

出した。 

・成人の現在喫煙している者のうち１日 21 本以上吸う者の割合は、男性は約２割、女性は１

割未満である。全国と比較すると、女性では差は見られないが、男性は有意に高い。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 
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内容を知ってい

る

・COPD について、病気の内容や言葉を聞いたことがある人の割合は、15 歳以上で男女ともに

約 4 割。 

・過去１ヶ月間に、自分以外の人が吸っていたタバコの煙を吸う機会（受動喫煙）を有する

人の割合を場所別にみると、「飲食店」が約５割で最も高く、次いで「路上」「職場」「遊技場」

が高い。全国と比較すると、「家庭」「職場」「遊技場」では有意に低いが、「飲食店」と「医

療機関」で有意に高くなっている。 

参考「健康おきなわ 21（第 2 次）」の目標 

COPD の認知度の向上 

目標値：80% 

* 自分以外の人が吸っていたタバコの煙を吸う機会（受動喫煙）を有する者 

  家庭：毎日受動喫煙の機会を有する者。 

家庭以外：月 1回以上受動喫煙の機会を有する者 

※家庭以外の場所については「行かなかった」と回答した者を除いて集計した。 

* 現在喫煙者（現在（この１ヶ月間）にタバコを「毎日吸う」または「時々吸っている」者）を除いて集計。 

全国の値は、平成 27 年国民健康・栄養調査。年齢調整値（20 歳以上）は、沖縄県・全国ともに平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢

調整した値。誤差線は標準誤差で、沖縄県・全国ともに調査人数から算出した。 
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６ 健診およびがん検診受診の状況 

(1) 健診受診状況と生活習慣等に関する状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

健診の受診状況と生活習慣等に関する状況（20 歳以上） 
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(%) 健診受診の状況

受診あり

受診なし

人数 割合
年齢調整
割合

人数 割合
年齢調整
割合

肥満者の割合 男性 432 167 38.7 38.2 162 63 38.9 38.2

女性 478 109 22.8 20.9 217 72 33.2 33.2 ★

運動習慣のない者の割合 男性 215 116 54.0 59.0 67 37 55.2 57.0

女性 269 171 63.6 68.8 112 85 75.9 74.1

男性 546 138 25.3 25.3 225 77 34.2 35.0 ★

女性 584 42 7.2 7.5 292 39 13.4 13.6 ★

男性 549 110 20.0 19.7 226 40 17.7 17.8

女性 584 54 9.2 9.8 293 42 14.3 14.5

総数 平均値
年齢調整
平均値

総数 平均値
年齢調整
平均値

収縮期血圧の平均値 男性 207 132.6 130.3 mmHg 62 135.0 132.8 mmHg

女性 268 128.1 123.8 mmHg 101 127.7 127.4 mmHg

現在習慣的に喫煙をしている者
の割合

生活習慣病のリスクを高める量
を飲酒している者の割合

受診あり 受診なし

総数

該当者

総数

該当者

*「健診」とは、健康診断、健康診査及び人間ドックのことを指す。 

がんのみの健診、妊産婦健診、歯の健康診断、病院や診療所で行う診察としての検査は、健診には含まない。 

年齢調整割合および年齢調整平均値（20 歳以上）は、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。年齢調整割合およ

び年齢調整平均値について Z検定により受診ありと受診なし群の比較を行った。★は有意差があった項目。 

 

 

・20 歳以上の過去１年間に健診を受診しなかった者の割合は、男女ともに約 3 割であり、年

齢階級別にみると男性では 20 歳代と 70 歳以上、女性では 30 歳代が高い。 

・健診の受診状況別に生活習慣等の状況を比較すると、女性の肥満者の割合は未受診者で有意

に高く、喫煙者の割合は男女ともに未受診者で有意に高い。 

*「肥満者」とは BMI25 以上の者 

*「運動習慣のない者」とは、「運動習慣のある者（1 回 30 分以上の運動を週 2 回以上実施し、1 年以上継続している者）に該当しない者。 

*「現在習慣的に喫煙をしている者」とは、たばこを「毎日吸っている」または「時々吸う日がある」と回答したもの。 

*「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」とは、1 日あたりの純アルコール摂取量が男性で 40g 以上、女性 20g 以上の者とし、

以下の方法で算出。 

①男性：「毎日×2 合以上」+「週 5～6 日×2 合以上」+「週 3～4 日×3 合以上」+「週 1～2 日×5 合以上」+「月 1～3 日×5 合以上」 

②女性：「毎日×1 合以上」+「週 5～6 日×1 合以上」+「週 3～4 日×1 合以上」+「週 1～2 日×3 合以上」+「月 1～3 日×5 合以上」 

 

- 58 -



健診受診状況と生活習慣等の状況（20 歳以上） 
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年齢調整値は 20 歳以上で、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、標準偏差と調査人数から算出し

た。 

- 59 -



 

 

 

 

 

  

20.8 22.3

25.2

23.9

20.9

7.8

20.0 19.7

23.0

13.3 14.5
17.4

12.1

3.9

0.8

9.2 9.8

13.4

13.3

25.7

23.1

9.7

25.0

9.8

17.7 17.8
19.3

24.1

21.9
18.4

10.3

15.2

1.5

14.3 14.5

17.2

0

5

10

15

20

25

30

35
2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
歳
以
上

2
0
歳
以
上

年
齢
調
整
値

（
再
掲
）

2
0
-6

4
歳

2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
歳
以
上

2
0
歳
以
上

年
齢
調
整
値

（
再
掲
）

2
0
-6

4
歳

男性 女性

(%)

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合

受診あり 受診なし

117 
122 

125 

137 138 139 
133 130 128 

105 
109 

114 

135 
132 

142 

128 
124 

120 
121 

133 
125 

133 136 
144 

135 133 
128 

109 
115 

124 127 

135 
147 

128 127 121 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
歳
以
上

2
0
歳
以
上

年
齢
調
整
値

（
再
掲
）

2
0
-6

4
歳

2
0
～

2
9
歳

3
0
～

3
9
歳

4
0
～

4
9
歳

5
0
～

5
9
歳

6
0
～

6
9
歳

7
0
歳
以
上

2
0
歳
以
上

年
齢
調
整
値

（
再
掲
）

2
0
-6

4
歳

男性 女性

(mmHg）
収縮期血圧の平均値

受診あり 受診なし

年齢調整値は 20 歳以上で、平成 22 年国勢調査男女計人口を基準に年齢調整した値。誤差線は標準誤差で、標準偏差と調査人数から算出し

た。 
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(2) がん検診受診の状況 
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・20 歳以上の過去１年間にがん検診を受診しなかった者の割合は、男性は約 7 割、女性は約

5 割である。 

・過去１年間にがん検診を受診しなかった理由は、30 歳代～50 歳代では「受診する時間が

ない」が最も多く、男性で約 4 割、女性は約３割である。 
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７ 世帯収入と栄養素・食品摂取量および生活習慣等に関する状況 

(1) 解析対象者の世帯の年間収入の状況 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 世帯収入と栄養素・食品群別摂取量の関連 

 

 

 

 

 

 

 

世帯の収入とエネルギー産生栄養素バランス等との関連 
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・世帯の年間収入は、200 万円以上 600 万円の者が約 5 割と最も多く、200 万円未満が約３

割、600 万円以上が約１割である。 

*解析対象者：世帯主または世帯の代表者が生活習慣調査票の問 36 に有効回答した 883 世帯から、「わからない」と回答した 127 世帯の

世帯員 219 人を除く 756 世帯の世帯員 1,411 人を解析対象者とした。世帯主または世帯の代表者が回答した世帯年収を世帯員全員に当て

はめた。 

世帯の年間収入とエネルギー産生栄養素との関連は下記のとおり。 
 

・エネルギー摂取量と世帯の収入との間には、男女ともに関連はみられない。 

・炭水化物エネルギー比率と世帯の収入については、男性では関連はみられないが、女性では収入

が高いほど炭水化物エネルギー比率は減少する。 

・たんぱく質エネルギー比率、脂肪エネルギー比率、動物性たんぱく質摂取量と世帯の収入につい

ては、男性では関連はみられないが、女性では収入が高いほど増加する。 

・グラフは年齢及び世帯員数による調整をしていない平均値。 

・世帯の収入額を当該世帯員に当てはめて、重回帰分析を用いて年齢階級（20-39 歳、40-59 歳、60 歳以上）と世帯員数（１人、２人、３人

以上世帯の 3 区分）の影響を調整した線的傾向性の検定を実施。有意な傾向性がみられた項目(p<0.05)に p 値を記載した。 

p=0.001 for trend 

p=0.004  

p=0.001  
p=0.011  
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世帯の収入と食品群摂取量との関連 
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・グラフは年齢及び世帯員数による調整をしていない平均値。 

・世帯の収入額を当該世帯員に当てはめて、重回帰分析を用いて年齢階級（20-39 歳、40-59 歳、60 歳以上）と世帯員数（１人、２人、３人

以上世帯の 3 区分）の影響を調整した線的傾向性の検定を実施。有意な傾向性がみられた項目(p<0.05)に p 値を記載した。 

 

世帯の年間収入と食品群摂取量との関連は下記のとおり。 
 

・野菜類摂取量と世帯の収入との間には、男女ともに関連はみられない。 

・果実類摂取量は、男女ともに収入が高いほど増加する。 

・魚介類摂取量と世帯の収入については、男性では関連はみられないが、女性では収入が高いほど

摂取量は増加する。 

・肉類摂取量と世帯の収入との間には、男女ともに関連はみられない。 

・菓子類摂取量と世帯の収入については、女性では関連はみられないが、男性では収入が高いほど

摂取量は増加する。 

・嗜好飲料類摂取量と世帯の収入については、男性では関連はみられないが、女性では収入が高い

ほど摂取量は減少する。 

200万円未満 200万円以上600万円未満 600万円以上

p<0.001 for trend p=0.007 for trend 

p=0.02 for trend 

p=0.048 for trend 
p=0.028 for trend 
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(3) 世帯収入と生活習慣等の関連 
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煙している者の
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いない者の割合
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20歯未満の割合

世帯収入と生活習慣等

200万円未満 200万円以上600万円未満 600万円以上

世帯の年間収入別に世帯員の生活習慣等（体型、運動習慣、食生活、喫煙、飲酒、睡眠、健診、歯

の本数）の状況を比較した結果については下記のとおり。 

 

・肥満者の割合は、世帯の年間収入が 600 万円以上の世帯員に比較して、女性では 200 万円未満

の世帯員で有意に高く、男性では有意な差はみられない。 

・運動習慣のない者の割合は、男女ともに有意な差はみられない。 

・主食・主菜・副菜の３つを組み合わせた食事がとれている者の割合は、世帯の収入が 600 万円

以上の世帯に比較して、女性で 200 万円未満の世帯員で有意に低く、男性では有意な差はみられ

ない。 

・現在習慣的に喫煙している者の割合は、世帯の収入が 600 万円以上の世帯に比較して、男性で

は 200 万円未満の世帯員で有意に高く、女性では有意な差はみられない。 

・生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合は、男女ともに有意な差はみられない。 

・睡眠による休養が充分にとれていない者の割合は、世帯の年収が 600 万円以上の世帯に比較し

て、女性では 200 万円未満の世帯員で有意に低く、男性では有意な差はみられない。 

・健診未受診者の割合は、男女ともに世帯の収入が 600 万円以上の世帯員に比較して、200 万円

未満と 200～600 万円未満の世帯で有意に高い。 

・歯の本数が 20 歯未満の者の割合は、世帯の収入が 600 万円以上の世帯員に比較して、男性では

200 万円未満と 200～600 万円未満の世帯で有意に高く、女性では有意な差はみられない。 

・割合は年齢階級（20-39 歳、40-59 歳、60 歳以上の 3 区分）と世帯員数（1 人、2 人、3 人以上世帯の３区分）での調整値で直接法を用いて

算出。 

・世帯の収入額を当該世帯員に当てはめて、ロジスティック回帰分析を用いて、600 万円以上を基準とした他の２群との群間比較を実施。 

*「肥満者」とは BMI25 以上の者 

*「運動習慣のない者」とは、「運動習慣のある者（1回 30 分以上の運動を週 2回以上実施し、1 年以上継続している者）に該当しな

い者。 

*「主食・主菜・副菜の３つを組み合わせた食事がとれている者」とは主食・主菜・副菜の３つを組み合わせた食事を 1日に２回以上食

べることが「ほとんど毎日（週 6～7日）」と回答した者。 

*「現在習慣的に喫煙をしている者」とは、たばこを「毎日吸っている」または「時々吸う日がある」と回答したもの。 

*「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」とは、1日あたりの純アルコール摂取量が男性で 40g以上、女性 20g 以上の者と

し、以下の方法で算出。 

①男性 

「毎日×2合以上」+「週 5～6日×2合以上」+「週 3～4日×3合以上」+「週 1～2日×5合以上」+「月 1～3日×5合以上」 

②女性 

「毎日×1合以上」+「週 5～6日×1合以上」+「週 3～4日×1合以上」+「週 1～2日×3合以上」+「月 1～3日×5合以上」 

*「睡眠で休養が充分とれていない者」とは、睡眠で休養が「あまりとれていない」又は「まったくとれていない」と回答した者。    

*p <0.05   **p <0.01 

 

* 

**

 
 * 

* 

** 

* 

** 

** 

** 

* 

* 
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第４部 口腔内の状況 

 

１ 被調査者について 

 口腔内状況調査の被調査者数は 621人(男性：263 人、女性：358人)であった。 

対象者数は 1788 人で、協力者の割合は 34.7％であった。 

被調査者に占める男女の割合は、男性：42.4％、女性：57.6％であった。 

 年齢階級別では60歳代が最も多く143人(23.0％)、ついで70歳代の121人(19.5%)であった。

20 歳代が最も少なく 33 人(5.3％)であった。 

 

 

 

２ 歯や口の状態（自覚症状） 

○平成 28 年度状況 

 歯や口の状態について気になるところが「ある」と回答した者の割合は 43.3％、「ない」と回答した

者の割合が 56.7％で、「ない」と回答した者の割合が高かった。男性より女性が「ある」と回答した者

の割合が高かった。年代による差はほとんどなかった。 

気になる内容は「歯ぐきが痛い、腫れている、出血がある」の割合が最も高く 11.6％、ついで「口

臭」で 11.3％、「歯が痛い、しみる」で 10.5％の順であった。 

年代別では「歯が痛い、しみる」は 20 歳代で占める割合が最も高く、年代が上がると共に減少す

る傾向を示していた。「歯ぐきが痛い、腫れている、出血がある」と「口臭」は、30歳代から50歳代で

ピークとなり、その後減少する傾向を示していた。「噛めないものがある」「口がかわく」は年齢が上が

ると共に増加する傾向があった。 

気になることの数は、1つが最も多く 191人、2つが 61人、３つが 13人、4つが 4人で５つ以上

気になることがある者はいなかった。個数が増えるにつれ人数は減少し、最も多い者で４つであっ

た。年代による傾向は特になかった。 
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○全国比較 

気になることがある人の割合は、沖縄県が

43.3％、全国が 41.0％で、沖縄県が 2.3 ポ

イント高かったが、有意差はなかった。 

内容では「口臭」は全国に比べ、沖縄県

が高かった。 
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３ 口腔内状況について 

(1) 一人平均現在歯数 

○平成 28 年度状況 

一人平均現在歯数は、20歳代は 28.8本、30歳代は28.0本、40歳代は 27.3本、50歳代は

24.3本、60歳代は 20.9 本、70歳代は 14.7本、80歳代以上は14.6本で、年代が上がると共に

減少していた。60 歳代から 70 歳代にかけて一人平均現在歯数が最も減少しており、6.2 本であっ

た。年代が上がると共に減少本数は増加傾向を示していた。（80歳代以上を除く） 

80歳で 20本以上自分の歯を有することを目指す「８０２０運動」が展開されているが、一人平均

現在歯数が 20本以上の年代は 60歳代以下であった。 
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○経年比較 

過去の調査と比較すると、20・30 歳代はほぼ横ばい状況で、28 本前後で推移していた。40 歳

代以降は、全ての年代において、調査の回を重ねるごとに増加傾向を示しており、特に 70 歳代、

80 歳代で顕著であった。 

 

 

 

○全国比較 

 40歳代以降では、85歳以上を除く全ての年代において、沖縄県は、全国に比べて、一人平均現

在歯数が少なかった。50歳代後半以降、差が広がる傾向を示していた。 
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(2) 一人平均現在歯数の内訳（健全歯・処置歯・未処置歯） 

○平成 28 年度状況 

一人平均現在歯数の内訳では、一人平均健全歯数は 20 歳代で最も多く 22.5 本、その後年代

が上がると共に減少し、30歳代で18.1本、40歳代で15.1本、50歳代で13.3本、60歳代で10.2

本、70 歳代で 7.4 本、80歳代以上で 7.3 本という状況であった。 

一人平均処置歯数は 20 歳代で 5.6 本、30 歳代で 9.1 本、40 歳代で 11.5 本と 20 歳代から

40 歳代にかけ増加し、その後、年代が上がると共に減少していた。 

一人平均未処置歯数は各年代とも 0.5 本から 0.8 本で大きな差はなかった。 

 

（一人平均健全・処置・未処置歯数は四捨五入しているため、合計が一人平均現在歯数と一致しない年代がある） 

 

○経年比較 

過去の調査と比較すると、一人平均健全歯数は全ての年代において、調査の回を重ねるごとに

増加傾向を示していた。特に 20歳代で顕著であった。 

 一人平均処置歯数は、20歳代、30歳代については調査の回を重ねるごとに、減少傾向を示して

おり、40 歳代以降は逆に増加傾向を示していた。特に 60 歳代以降は顕著に増加していた。 

 一人平均未処置歯数は、全ての年代において、調査の回を重ねるごとに減少傾向を示していた。 
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(3) むし歯の状況 

○平成 28 年度状況 

 現在歯にむし歯（処置歯・未処置歯）をもつ者の割合(むし歯有病者率)は、20 歳代は 90.9％で、

30 歳代は 97.7％、40 歳代は 99.1％で年代が上がると共に増加し、40 歳代をピークに、その後

徐々に減少、50歳代は98.5％、60歳代は96.5％、70歳代85.1％、80歳代以上は81.7％であ

った。 

 

 

○経年比較 

過去の調査と比較すると、調査の回を重ねるごとに20歳代・30歳代は減少しており、40歳代か

ら 50歳代はほぼ横ばい状況、60歳代から 80歳代は増加傾向を示しており、特に70歳代以降が

顕著に増加していた。（70 歳代、80 歳代で、一人平均現在歯数が顕著に増加していることが影響

していると推察される。） 
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○全国比較 

 25歳～34歳は全国に比べむし歯有病者率が高く、35歳～64歳については全国とほとんど差が

ないが、65 歳以降は全国よりむし歯有病者率が低かった。 （沖縄県は全国に比べ、50 歳代以降

で現在歯数が少ないことが影響していると推察される。） 
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(4) むし歯の処置状況 

○平成 28 年度状況 

むし歯の処置状況は、むし歯をもつ者のうち 72.6％が処置を完了していたが、一部処置の者が

25.5％、全て未処置の者が 1.9％であった。一部処置と全て未処置をあわせた処置を完了してい

ない者が 27.4％を占めていた。 

年代別では、50 歳代が若干、処置完了の者の占める割合が高かったが、どの年代もほぼ同様

の割合を占めていた。 
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○経年比較 

 過去の調査と比較すると、むし歯をもつ者のうちの処置完了者の占める割合は、全ての年代にお

いて、調査の回を重なるごとに増加傾向を示していた。 

 
 

 

○全国比較 

 全ての年代において、全国に比べ、処置を完了している者の占める割合が高かった。 
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(5) 喪失歯の状況 

○平成 28 年度状況 

 喪失歯を有する者の割合(喪失歯所有者率)は、20歳代で 12.1％、30歳代で 27.9％、40歳代

で 43.2％、50歳代は 73.1％、60歳代で 89.5％、70歳代では 98.3％、80歳以上で 93.3％で、

80 歳代以上を除き、年代が上がると共に増加していた。特に、40 歳代から 50 歳代にかけては

29.9 ポイント増加しており、年代間で最も大きく増加していた。 

 一人平均喪失歯数は、20 歳代は 0.2 本、30 歳代は 0.6 本、40 歳代は 1.2 本であったが、50

歳代で 3.7 本、60 歳代で約 7.6 本、70 歳代以降は 13.7 本で、年代があがると共に増加し、ほぼ

倍増であった。 
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○経年比較 

 過去の調査と比較すると、全ての年代において、喪失歯所有者率及び一人平均喪失歯数は調

査の回を重ねるごとに減少傾向を示していた。 
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○全国比較 

 20 歳代前半と 85 歳以上を除く全ての年代において、喪失歯所有者率が全国に比べ、高かっ

た。 

一人平均喪失歯数は、20 歳代前半、85 歳以上を除く全ての年代において、全国に比べ多かっ

た。50 歳代後半から 70 歳代後半の年代において、全国との差が大きかった。 
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(6) 喪失歯の処置状況 

○平成 28 年度状況 

 喪失歯を持つ者の処置状況は、喪失歯を持つ者のうち補綴処置を完了している者の割合は49.1％、一

部のみ補綴処置者の割合は 29.2％、全て未補綴の者の割合は 21.7％であった。一部補綴者及び未補

綴の者をあわせ、補綴が完了していない者の割合は 50.9％を占めていた。 

年代別では、年代が上がると共に補綴処置完了者及び一部補綴者の割合は増加しており、全て未補綴

者の割合は減少していた。 

 

○経年比較 

 過去の調査と比較すると、補綴完了者の割合は、年代によってばらつきがあった。 
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(7) 一人平均むし歯経験歯数（ＤＭＦＴ） 

○平成 28 年度状況 

 一人平均むし歯経験歯数（処置歯・未処置歯・喪失歯）は 20 歳代で 6.5 本、30 歳で 10.5 本、

40 歳代で 13.4 本、50 歳代で 15.1 本、60 歳代で 18.3 本、70 歳代で 21.0 本、80 歳代以上で

21.1本と年代が上がると共に増加していた。30歳代で10本、50歳代で 15本、70歳代で 20本

を超えていた。 

 内訳では、処置歯は 20 歳代から 40 歳代にかけて、年代が上がると共に増加し、40 歳代が最も

多く、その後減少していた。 

喪失歯は年代があがると共に増加し、70歳代以降は処置歯より喪失歯が上回った。 

未処置歯はどの年代においても大きな差は無く、1 本以下であった。 
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○経年比較 

 過去の調査と比較すると、一人平均むし歯経験歯数は、全ての年代において、調査の回を重なる

毎に減少傾向を示していた。 

 

 

○全国比較 

 25-34歳においては沖縄県が全国に比べ、一人平均むし歯経験歯数が多く、75歳以上は少なく、

他の年代はほとんど差が無かった。 
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(8) 20 本以上自分の歯を有する者の割合 

○平成 28 年度状況 

 自分の歯を20本以上有する者の割合は、20歳代・30歳代は100％であったが年代が上がると

共に減少し、40歳代で99.1％、50歳代で85.1％、60歳代で71.3%、70・80歳代では、ほぼ40％

であった。 

 

 

○経年変化 

 過去の調査と比較すると、20 本以上自分の歯を有する者の割合は、20 歳代は全て 100％、他

の年代においては、調査の回を重ねるごとに増加傾向であった。特に、60 歳代以降の年代で顕著

であった。 
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○全国比較 

 40歳代から50歳代前半においては、20本以上自分の歯を有する者の割合は、全国と大きな差

は無いが、50歳代後半以降は全国に比べ低かった。（85 歳以上を除く） 
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(9) ８０２０・６０２４達成者の割合 

○８０２０：平成 28 年度状況＆経年比較＆全国比較 

 ８０２０達成者の割合を75歳～84歳で20本以上自分の歯を有する者の割合と定義すると、８０

２０達成者は 39.7％であった。 

過去の調査と比較すると、調査の回を重ねるごとに増加しており、今回が最も高い割合を占めて

いた。 

 しかし、全国（H28）は 51.2％であり、比較すると 11.5 ポイント少なかった。 

 

○６０２４：平成 28 年度状況＆経年比較＆全国比較 

６０２４達成者の割合を 55歳～64歳で 24本以上自分の歯を有する者の割合と定義すると、 

６０２４達成者の割合は 53.1％であった。 

過去の調査と比較すると、今回が最も高い割合を占めていた。（H15 はデータが無く比較できな

い）全国（H28）は 74.4％であり、比較すると 21.3 ポイント少なかった。 
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(10) 歯肉・歯石・出血の状況 

○平成 28 年度状況 

 健全な歯肉を持つ者(歯周ポケットが 4mm未満)は全体の 54.1％、4mm以上の歯周ポケットを有する者

は 38.0％であった。 

健全な歯肉を持つ者の割合は、20歳代から 40歳代までは 65％前後で推移していたが、50歳代以降

は 50％以下になり、年代が上がると共に減少していた。 

歯肉に 4mm 以上の歯周ポケットを有する者の割合は、20 歳代から 40 歳代までは 35％前後で推移し

ていたが、50歳代で約 50%に達し、その後年代が上がると共に減少していた。 

50 歳代以降になると計測する対象歯がない者がおり、年代が上がると共にその割合が増加していた。 

 

 

歯石については、全体の 59.4％に歯石の付着がなく、32.7％に歯石の付着があった。 

歯石の付着がない者は 30歳代で最も多く 73.3％、最も少ない年代は 40歳代で 47.7％であった。 

50 歳代以降になると計測する対象歯がない者がおり、年代が上がると共にその割合が増加していた。 
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歯肉からの出血については、全体の 57.5％は出血がなく、34.6％に出血があった。 

出血がない者の割合は 30歳代が最も高く 69.8％、最も低い年代は 40歳代で 62.2％であった。 

50 歳代以降になると計測する対象歯がない者がおり、年代が上がると共にその割合が増加していた。 

 

 

○経年変化 

 過去の調査と比較すると、歯肉に 4mm 以上の歯周ポケットを有する者の割合が、調査の回を重ねるごと

に増加傾向であった。 

歯石の付着、歯肉出血については、分類方法が変更になったため比較できない。 
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○全国比較 

 20 歳代を除く全ての年代において、沖縄県は全国より 4mm 以上の歯周ポケットを有する者の割合が低

い傾向があった。一方、50歳代後半から 80歳代前半は対象歯のない者の割合が全国より高かった。 

歯肉の出血については、20歳代後半、50歳代前半を除いて全国より低い傾向であった。 
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４ 歯科に関する生活習慣の状況 (生活習慣調査より一部抜粋) 

 生活習慣調査は満15歳以上を対象に実施し、対象者数は1,884人、回答者数は1,745人で、回答率

は 92.6％であった。歯科に関連する項目については以下の通りであった。 

 

(1) 歯みがきの頻度 

○平成 28 年度状況 

 歯みがきの頻度については、毎日歯をみがく者（1 回・2 回・3 回以上）の割合が全体の 97.0％を占めて

いた。 

毎日 2回みがく者の割合が最も多く 46.9％、毎日 3回以上の者の割合が 25.7％、毎日 1回の者の割

合が 24.4％であった。1日 2回以上みがく者の割合が全体の 72.6％を占めていた。 

年代があがると共に、3回以上みがく者の割合が増加傾向であった。 
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○経年変化 

 経年的に比較すると、どの頻度も、ほぼ横ばい状況であった。 

 

 

 

○全国比較 

 全国に比較すると、毎日3回以上みがく者と2回みがく者の割合は全国に比べ少なく、1回みがく者及び

時々みがく者、みがかない者の割合は高かった。 
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(2) 歯間ブラシやデンタルフロスの使用状況 

○平成 28 年度状況 

 歯間ブラシやデンタルフロスの使用状況については、毎日使用する者の割合が 18.9％、時々使用する

者の割合が 35.0％、使用しない者の割合が 46.0％であった。使用しない者の割合が最も多かった。 

毎日使用する者の割合は、15-19 歳は 10.1％で最も少なく、その後年代が上がると共に増加し、60 歳

代が 25.3％、70歳代以上が 25.2％で最も多かった。 

毎日使用する者及び時々使用する者をあわせて使用する者と定義すると、15 歳～19 歳が最も少なく

41.6％、その後年代が上がると共に増加し、40 歳代で 59.3％、50 歳代 59.1％でピークに達し、その後、

緩やかに減少していた。 
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○経年変化 

 過去の調査と比較すると、毎日使用する者の割合はほぼ横ばい、時々使用する者の割合は増加傾向、

使用しない者の割合は減少傾向を示していた。 

 

 

(3) 歯科医院での定期ケア受診状況 

○平成 28 年度状況 

 歯科医院での定期的な歯石除去や歯面清掃等の定期ケアの受診状況は、半年に 1 回以上受けている
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 半年に1回以上受けている者の割合は60歳以上の年代で約25％程度を占め、他の年代に比べると高

い割合を占めていた。 

 半年に1回以上もしくは年に1回程度のケアを受けている者をあわせて、定期ケアを受けている者と定義

する場合も、60 歳代が 57.6％で最も多かった。
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(4) かかりつけ歯科医の有無 

○平成 28 年度状況 

 かかりつけ歯科医の有無については、いる者の割合が 56.5％、いない者の割合が 31.1％、どちらとも言

えない者の割合が 12.4％で、いる者の割合が最も高かった。 

 60 歳代の 68.0％、70 歳代の 66.3％がいると回答しており、60 歳代以上の年代で高い割合を占めてい

た。年代が上がるにつれ、いる者の割合が高くなる傾向がみられた。 
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５ 数値の算出方法

口腔内状況調査の結果に示した主な数値は次の方法により算出した。

１）むし歯有病者率

(1) むし歯有病者率（％）＝むし歯のある者の数／被調査者数×100

＊むし歯のある者の数：未処置歯、処置歯のいずれかを1本以上有する者の数

＊被調査者数：調査を受けた20歳以上の者でむし歯のない者、むし歯のある者、歯のな

い者の総数

２）一人平均現在歯数及び一人平均健全・未処置・処置歯数

(1) 一人平均現在歯数（本）＝現在歯数／被調査者数

＊現在歯数：健全歯、未処置歯、処置歯の総数

＊被調査者数：前記 １．(1)に同じ

(2) 一人平均健全・未処置・処置歯数(本)＝健全・未処置・処置歯数／被調査者数×100

＊健全・未処置・処置歯数：健全・未処置・処置歯の各総数

＊被調査者数：前記 １．(1)に同じ

３）一人平均むし歯経験歯数（DMFT）

(1) 一人平均むし歯経験歯数＝（未処置歯数＋処置歯数＋喪失歯数）／被調査者数

＊未処置歯数：未処置歯の総数

＊処置歯数：処置歯の総数

＊喪失歯数：喪失歯の総数

＊被調査者数：前記 １．(1)に同じ

４）喪失歯所有者率及び一人平均喪失歯数

(1) 喪失歯所有者率（％）＝喪失歯のある者の数／被調査者数×100

＊喪失歯のある者の数：喪失歯を1本以上有する者の数

＊被調査者数：前記 １．(1)に同じ

(2) 一人平均喪失歯数(本)＝喪失歯数／被調査者数×100

＊喪失歯数：喪失歯の総数

＊被調査者数：前記 １．(1)に同じ

５）8020達成者・6024達成者の割合

(1) 8020達成者の割合

＝(75-84歳で20本以上歯がある者の数／75-84歳の被調査者数)×100

(2) 6024達成者の割合

＝(55-64歳で24本以上歯がある者の数／55-64歳の被調査者数)×100
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